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　　1　はじめに
　本稿は，尾崎紅葉『金色夜叉』についての一考察を行ない，そこにみられ
る時代描写を摘出し，本書の時代的特質を明らかにするものである。日本に
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おける産業革命＝産業資本の確立を研究の対象としている筆者の，この明治
という時代の全体像を描くという課題の一環に位置する。これまでに，この
時期に著された文学作品における，明治の農村，農民生活の描写を検討し，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラこれを通じて時代把握を深めることを意図してきた。しかし，ただに農村に
とどまらずに，より広くこの時代の特質を認識するために，この時代に著さ
れた文学作品について考察することとした。ここでは尾崎紅葉r金色夜叉』
をとりあげる。
　まず，この書の紹介を行なおう。最も簡単な紹介をあげれば，rr金色夜
叉』：小説。尾崎紅葉作。明治三一年以降r読売新聞』に連載，同三六年続
篇をr新小説』に掲載。富のために許婚の典令（しぎさわ）宮を富山唯継に奪
われた間（はざま）貫一が高利貸になり，金の力で宮や世間に復讐しようとす
る。」（r広辞苑』）となる。
　この作品については，片岡良一は，「『金色夜叉』と『不如帰』とが，紅
葉，藍花二作家によって筆を執られてから今日までの問に，いろいろな方面
から大衆の中に入っていったほど，広くかつ永く社会の各層に浸潤し続けた
作品は，他にはあるいは容易に見出されないかも知れない。『不如帰』が書物
として画数出版を重ね，小説出版界に一つの記録を作ったことは，今更云う
には余りに有名な事実になっている。『金色夜叉』がいかに長い間読者の感
興を煽った作品であったかは，明治三十年から三十五年まで六年もの殴書続
けられたぽかりでなく，それが未完成のうちに作者の計を迎えた後，なお小
栗風葉や時代を距てた長田幹彦等によって書きつがれたことからでも，ない
しは紅葉晩年の衰えのためにとかく原稿のとぎれがちなのを憤った読売新聞
（1）これまでの筆者のものに，「藍花徳富健次郎rみxずのたはごと』における東京近郊農
　村」r岡山大学経済学会雑誌』第17巻第3・4号　1986年（後，学術文献刊行会r国文学
　年次論文集近代1　昭和61（1986年）』1988年　朋文出版　に収録），「島崎藤村r千曲川
　のスケッチ』における佐久の村々」同前誌　第18巻第1号1986年，「田山花袋r田舎教
　師』における北埼玉の農村」同前誌　第19巻第1号1987年，「森田文蔵（思軒）の描写し
　た松方デフレ期の岡山の農村」同前誌　第20巻第3号　1988年，がある。
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社が，作者を逐おうとしながら，他の新聞に続稿を掲げられるのを怖れて容
易にそれを断行し得なかったということからでも，容易に知ることができよ
　　く　　う。」，としている。
　ともあれ，この小説は，徳富寸寸の『不如帰』（「徳富藍花の家庭小説。明
治三一～三二年r国民新聞』に発表。海軍少尉川島武男の出征と愛妻浪子の
病患とをめぐる家庭的葛藤を描写」r広辞苑』）とともに，近代日本の二大大
衆（通俗）小説である。
2　尾崎紅葉『金色夜叉』の内容
（1）内容の概要
まずこの作品の内容の概要をみよう。つぎは，福田清人による梗概であ
（3）
る。
　正月，カルタ会で，美貌な鴫沢宮は銀行家の子富山唯継に見染められ，求婚された。
その日唯継はダイヤモンドの指環をはめていて，その光で一座を幻惑していた。宮には
許婚の間貫一がいた。貫一は早く両親を失い，その亡父に恩をうけた鴫沢家に世話にな
りつつ，第一高等中学校に通学していた。
　富山の求婚を，宮の両親は受けいれて，貫一にもこれを告げ，そのつぐないのよう
に，将来外遊させてやろうと言った。それに不満な貫一は愛しあっている宮の本心はそ
うでないことを信じた。宮が病と称して静養中の熱海に出向いて，その心をたしかめよ
うとした。そこにはすでに富山が来ており，また宮の心も意外に富山に寄せられている
ことを知った。貫一は海岸で，宮を大いに痛罵して，よりすがる宮を蹴り，そのまま行
方をくらましてしまった。
（2）片岡良一「『金色夜叉』と『不如帰』の大衆性」（1932年9月『大阪朝日新聞』）r片岡
　良一著作集第5巻』1979年　中央公論社　105～106ページ。
（3）福田清人「尾崎紅葉　本文および作品鑑賞」　福田清人編r近代文学鑑賞講座2　幸
　田露伴・尾崎紅葉集』1959年　角川書店　268～269ページ。
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　金銭によって復讐を思う貫一は，高利貸鰐淵直行の手代となり，すっかり性格のか
わった冷酷な高利貸となった。同業の赤樫満枝に恋されたこともあったが，心を動かさ
ぬ。彼の冷酷さに，暴行を受けたこともあった。
　鰐淵の邸が，放火されたが，その焼跡で，父の非行を批判していた正義的な直行の子
直道から，貫一に対しても，心を改め正しい人となれと忠告されたが，さらに心をかえ
ようともしなかった。
　富山と結婚した宮は，夫を愛しえず，不幸なあけくれで，貫一のことをしのぶ日が多
く心を苦しめるのであった。
　たまたま宮は貫一の姿を見る折があって，思慕をつのらせた。貫一の親友荒尾譲介は
豪放な，友情に厚い快男子であった。貫一に忠告したこともあったが，宮は彼によって
貫一の家を探しだしえたので，詫に行ったが，貫一はさらに聞こうともしない。
　貫一は塩原に旅した。たまたま隣室で心中を相談する男女がいた。それを耳にした貫
一は，女は東京の芸者で富山から落籍されようとするのを嫌い，愛人と死を計っている
ことを知った。
　この強い二人の愛に，感動した貫一は大金を与えて，＝人を助けてやった。冷酷に努
めていたが，貫一にはなお人間性が残っていたのである。　　　　　　、
　さて，宮からは，その苦しみにわびを求める手紙が，多く貫一に送られてきた。しか
し貫一は封も切らず，焼きすてていた。しかしある日，ふと開いた手紙には，死をひた
すらねがうあわれな宮の現状が記されていた。
　（2）作品の構想，背景など
　この作品は紅葉の死去により未完のままに終った。しかし，紅葉は，この
作品の未完の部分をも含めた全体の腹案をもっていた，とされている。
　福田清人は，篠山単葉・星野麦人輯の「紅葉遺文」に「如是畜生」と題す
る「恋ゆゑの高利貸。黄金不足の：為に失恋して世の中に黄金以外ならずと妄
断し，我寧ろ魔道に落ちむと強慾一点の非道を行ふこと十年。二万余円の富
を累ねて一朝忽ち大悟し，金の為に死に逼る情死を救ひ発心して情死救済の
広告をなして五十余人の命を助け一文無しになる。」との作者の腹案筋書が
あって，編者は金色夜叉の趣向はこれを敷面したものとしている，というこ
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とを紹介し，さらに「如是畜生」以外の遺稿断片を整理編集した勝本清一郎
「金色夜叉腹案覚書」における未完後の構想を「宮は憂悶し，終に狂し，別
家に幽せられ，本家に妾を納れた唯継に棄てられる。そこで，貫一は心解
け，我が家に宮を引取る。そして金貸業をやめる。更に貫一は荒尾面心の為
に債主を探って借金を返し置くが，譲介は債主にこれを聞いて驚く。」と要
　　　　　　　くの約，紹介している。
　この点について，紅葉の直弟子泉鏡花は，「先生に私が聞いたのでは，宮は
発狂する，其の発作の充進は，貫一に寄する手紙の，次第にしどうなると玉
もに著しい。富山は彼の女を棄てる。貫一が胸に抱いて引取るのである。而
して，狂へる宮を，悼に乗せ，彼は徒歩して輻に引添ひ，病院に送り行く，
薄暮，富士見町の台を下りて，牛込見附へ出やうとする，土手の松並木の向
うから，死せる赤樫の枢に従って，喪服して情然として倖にも乗らず満枝の
来るのと，ふと出逢ふ。折から，旧見附を斜めに衝と出つる，鉄鞭を手にし
たる荒尾譲介が立止まるのと，三個相見る処で団円。…・・と漉き腹案でおあ
んなすったのを承り及んで居る。」とのべている。そして，「勿論承ったのは
早く唯一度である。大作家の感興が触るN銀線の音には自在の変化がある。
その後，意図の，向うお動きに成ったかは，一指，片鱗と錐も，われら弟子
　　　　　　　　　　　　　　　　　くの輩の窺ひ及ぶべき処ではないのである。」，と記しているが，「自在の変化」
がある紅葉のことゆえ，展開は定かでないということであろう。筋書があ
り，その帰結を予想できるとしても，この未完のままの作品が大衆に受けい
れられたのであり，紅葉による執筆部分こそ検討の対象とされるべきであ
る。
　なお，これは，アメリカの女流作家バーサ1エム・クレー（Bertha　M．
Clay）の作品を種本としている，とされている。紅葉自身，1896（明治29）
（4）福田清貼「解題」『明治文学全集18尾崎紅葉集』1965年　筑摩書房　411ページ。
（5）泉鏡花「小解」r明治大正文学全集第5巻　尾崎紅葉篇』1927年　春陽堂　5ページ。
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年7月2日，片瀬にいた江見水陰をたずねたとき，紅葉は米国の女流作家某
の，相手の女が財産家に傾き結婚されて失恋した主人公の若者がその婚礼の
チャイムの鐘の音の聞えぬところまで逃げていく，という内容のrホワイ
ト・リ・イ』という小説の話をし，これにヒントを得て，近々読売へ小説を
書く，といったという。木村毅は，この女性作家がバーサ・エム・クレーで
あり，紅葉はこの作家の作品をかなり多く読み，r不言不語』もそれを種本に
していること，『金色夜叉』もクレーを使ったであろうこと，さらに，しか
し，クレーには『ホワイト・リリー』という標題の小説はないこと，そし
て，それは白百合という言葉がしぼしば出てくる『ドラ・ソーン』ではなか
ろうかということ，そして，この作品はほかの作家による作品の原本，翻案
原本となっていること，そして，姉妹が愛の誓約をして，すずらんの花をさ
さげられておりながら別の貴族の求婚に応じていくところなど類似してお
り，これが『金色夜叉』富加の若干の種本になった可能性のあること，しか
し，同じ作家の“When　the　Bell　ls　Rlnging”という作品がもっと筋が酷似し
ている，としている。その筋として紹介されているのは，女に捨てられてそ
の冷淡を怒った男が，人命救済の悲願を起して医者になる，その男を見棄て
た女は不幸に落ちいり，瀕死の病躯を昔の婚約者の病院に収容され，ついに息
をひきとるがそのとき鐘がなっていた，というものである。r金色夜叉』の間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの貫一が高利貸になるのと愛憎が逆でありながら筋は酷似している，という。
　また，巌谷小波の度重なる悲恋，すなわち，川田北江の二女川田綾子に求
婚したが，巌谷家の家産が傾き，そして作家という不安定な職業などの理由
によって拒絶されたこと，山紅葉館の中村須磨子が思慕していた小波を裏
切って大橋新太郎（勧業銀行など五十社ほどの重役を兼ねた財閥の嫡子，博
文館主）と結婚したこと，をモデルとしているようである。福田は以上の紹
介のあと，「財が愛に勝ったという点を中心にして作のモチイフのモデルに
（6）福田清人「解題」，（4）と同一書　410ページ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　くわなったにちがいない。」としている。
　このモデル問題について泉鏡花は，「これまで幾度か繰返して，此の金色
夜叉の両主人公，貫二，宮，それから誌面の大立もの荒尾譲介のモデルに就
て喧伝された。今も尚ほ数々風説される。否，たゴ風説されるばかりではな
い，中には自から其のモデルたることを揚言する人々さへあるやうに灰聞す
る。が，私の信ずる処では，其の削れも敢て当らない。」とした後，「一宮に
ついては別に言はう一貫一も譲介も，要するに，紅葉先生の性格の顕現であ
る。文壇に於ける大金翅鳥の分身と言って碧い。即ち其の両翼の影である。」
　　　　　　（8）といっている。
　（3）作者の意図
　　r芸文』1902（明治35）年8月は，その年の6月29日に行なわれた金色夜
叉合評会の記録をのせているが，そこで，紅葉はこの作品の意図についてつ
　　　　　　　　　　（9）ぎのように述べている。
　凡そ人世には二つの大なるPOWERがあって，社会の結合を保って居る。それは何だ
といふと、即ち愛と黄金だ。ところが僕の考では，黄金の勢力は単にMOMENTARYで
あって，縦令如何にその力が強烈でも，とても永久にその勢力を保存して行く訳にはい
かぬ。ところがそれに反対で，愛は永久不変に人生を支配して居ると思ふ。即ち人生を
極めて密着に結合させて行くのが愛である。そこを書いて見たいと思って，この篇を草
したのである。即ち間貫一の一身は愛と黄金との争を具象的にあらはしたものだ。それ
から金色夜叉を書くに就いては，今一つの動機がある。それは何だといふと，僕は明治
の婦人を書いて見たいと思ったのだ。宮は即ちこの明治式の婦人の権化である。である
から主人公は，貫一であるが，どうしても宮を写す場合になると，貫一よりいくらか多
く具象的になり易い。そこで，宮はかく迄明治式の婦人であるが，これが普通の明治式
（7）福田清人「解題」，（3）と同一書　410～411ページ。
（8）泉鏡花「小解」，（5）と同一書　1ページ。
（9）　「金色夜叉上中下合評（抄）」（明治35年8月）r近代文学評論体系2　明治期皿』197
　2年　角川書店　439～440ページ。
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の婦人なら，富人富山その人の如きに嫁したらば，それなりに昔の関係を捨てX，富山
夫人になって仕舞って，貫一を見捨てM仕舞ふのであるが，僕は宮をして超明治式の婦
人たらしむるつもりで，宮をしてあのやうに悔悟の念さかんならしめたのだ。これが僕
が此篇を書いた動機だ。
　つまりここで紅葉が描きたいのは，愛と黄金（財力）の葛藤，それと明治
の婦人である。それらがどのように描かれているかを，後ほど検討する。
3　この書物の評価一大衆性をめぐって
　（1）本書の評価
　泉鏡花によれば，「老若婦女，桃割の娘も，驚甲縁の眼金かけた隠居も，読
売新聞の朝の配達を，先を争って耽読，愛訥した」，また，親友の夫人の懇意
の令嬢，この令嬢は肺結核を病んで死去するが，その亡くなるとき，「意気の
下に遺言」して，「『金色夜叉の新聞の続きを，何うそ……屹と墓へ手向けて
　　　　　　　　　　くの頂戴。』」といったという。
　前述の1902（明治35）年6月29日に行なわれた金色夜叉合評会において，
松酒舎（安田衡阿彌）は，金色夜叉について，「…金色夜叉の異彩を放てる
は，蓋し其文章も一要素なるべく，又一二三の順序によりて氏が着々其体を
更へて別様の法を取れるは，文に忠にして少時も筆を忽にせざる平常の用意
を見る。是等は紅葉氏に於て特に注意に値す。何となれば氏の文体はやがて
既往現在に於ける吾邦小説の文体なればなり。」と述べた後，「金色夜叉ば実
に現時社会の活写真として見るべきものなり。編中出せる所の人物は大学生
なる間貫一，旧思想に養はれ，新知識を有せるお宮，其他銀行員，外交官試
補，会社員，洋行帰りの華族，高利貸三彩多の人物一として現時行路の人に
（10）泉鏡花「小鼠」，（5）と同一書　3ページ。
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あらざるなし。然れば是等の人々が活動する場所，話題に上る問題は，皆日
常吾人が見聞する所のものなり。金色夜叉が多くの読老を有し，所謂小説好
以外にも崇拝者を有するは要するに之が為」である，しかし，「然れども単に
活写真なるが故に傑作なりと云ふべからず。此編の包蔵する理想が，巧に是
等の人物を現出し，失恋よりして性格の全然一変するといふ事を，何人にも
至極の同情もて読ましむる技禰の妙は，他に比類あるべしや。今は何人か貫
一の心機一転を怪まん，お宮が悔悟を怪まん。然して此感情は単に小説の人
物に寄すべき特殊のものたるのみにはあらず，世人は将に貫一及びお宮の世
上に実在するを想ひ，又実在せる二人に向ひても此編の主人公に同情を寄す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのる如く同情を寄せむとす。……」と述べている。
　正宗白鳥は，rr金色夜叉』の如きは，『不如帰』r魔風恋風』などと同列に
論ぜらるべき通俗小説であると思ってみた。ところが今度全部を通読して見
て，さうとばかりは云へないことを知った。文学者としての紅葉，人として
の紅葉を研究するためには，『金色夜叉』をこそ選ぶべきである。」，「紅葉が
自己の天分と纏蓄とを傾注した」ものである，しかし完備したものではな
く，どんな批評家からも非難されそうな欠点があるが，最も面倒な題材にぶ
つつかって芸術的奮闘を試みたもので，「継ぎはぎではあるが，それ等の継
ぎ切れのあるものには，一代の才人の織った錦繍の美を表はしてみるの
　　　　　　　　のだ。」，としている。
（2）その大衆性をめぐって
　泉鏡花は，この書の反響について前述のように述べた後，大衆の共感を得
た理由の一つとして，「章句調律自から微妙なる音楽と成って，風は薫々と
して紙上に鳴り，水は溝々として筆意に濯いで，直ちに読者の心胸に響いた
　　　　　　　　　　　くのからである」としているが，福田清人は，「それと共に多くの読者は筋の興
（11）　「金色夜叉上中下合評（抄）」，（5）と同一書　430ページ。
（12）正宗白鳥「尾崎紅葉」（1926年）r現代日本文学全集2　尾崎紅葉・山田美妙・廣津柳
　浪・川上眉山集』1954年　筑摩書房　385，387ページ。
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味，主人公たちの明日への運命行路を思うのが常である。」，「美貌の宮の『己
が美しさの幾何値するかを当然に知れるなり』との自誇，『才だにあらば男
立身は思のまΣなる如く，女は色をもて富貴を得べしと信じたり』という気
持は，経済的に男性に従属した明治期の女性の唯一の男性へ対抗する武器で
あった。たとえ学士の地位は保障されてもなお経済的に不安定な階級であっ
た貫一より，銀行家の一族である富山に宮の心は移ったが，全然貫一を捨て
去ったのでもなく迷妄のなかに動揺していたのである。それでいったん富山
と結婚したものの，必ずしも幸福でなく貫一への思慕が復活する，こうした
中にあって，宮や貫～はどうなるか，これをとりまく副人物はどうなるか，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの読者たちは，運命の進展の果を見つめていたのである。」としている。
　そして，当初は，r熱狂的に愛読されたこの作も時をへるに従い，必ずしも
原作が読まれたとは限らず，むしろ多く演劇，映画，流行歌，最：近はラジ
オ・テレビ等でそのストオリイを一般化したのであった。そして多くの評価
も，その名の有名なのに比して，『心の闇』『三人妻』『多情多恨』等より低い
のは，こうした原作以外のマス・メディアによっての伝達で通俗的な見方に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くまの落ちているきらいがないでもない。」としている。
　ここで，福田清人は，正宗白鳥の先の意見は傾聴に値するとして，rr金色
夜叉』は未完成ながら，彼の文学の最後の集大成を示したものであ」り．「そ
のテーマはつまるところ愛は財にまさり，貧しくとも，ささやかなりとも愛
情に人生の幸福があるという平凡な，常にくりかえされるが，しかし真理に
はちがいないものをとって，明治の世相，社会を裁断して見せた。」としてい
く　の
る。これが福田清人の本書の評価，大衆性の根拠についての見解である。
　つぎに，片岡良一の見解をみよう。片岡良一は「『金色夜叉』と『不如帰』
（13）泉鏡花「小雪」J（5）と同一書　3ページ。
（14）福田清人「解題」，（4）と同一書　412ページ。
（15）福田清人「解題」，（4）と同一書　412ページ。
（16）福田清人「解題」，（4）と同一書　413ページ。
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の大衆性」において前掲のように，きわめて大衆性の大きい作品であること
を述べた後，その大衆性の根拠を解明している。
　「自然主義文学確立の後，いわゆる高級文学と通俗文学との差別が著しく
なるにつれて，文壇一般からは文芸のもつ通俗性がひどく軽蔑されるように
なったために，『金色夜叉』や『不如帰』もかなり低く評価されるようになっ
てきたのであった。にもかかわらずそれらの作品が，時と場合とによって様
式や方法にいろいろな相違はあっても，上記のように幾度となく繰返し取上
げられて，しかもその度ごとに相当の興行成績を挙げ得たりしているのは，
　　　　　　　　　　　　　　　　くの一体どういうわけなのであろうか。」。
　このような自問について，片岡良一は，「『金色夜叉』も『不如帰』も，む
ろんそれらが製作された明治三十年代前半期の，時代気運の中から出てきた
ものらしい特質に貫かれている。三十年代前半期といえぼ，例の日清戦争を
経てわが国資本主義が急速な発展の一歩を踏出した時代であった。当然そこ
には，新しい社会の意識が物質ないし物質のカへの関心となって現れ，新し
い社会組織に対応した新しい思想の拾頭がみられた。そうした新時代思潮の
拾頭に連れて，いわゆる婦人解放の気運なども相当著しく動き出していた。
そういう時代の気運を反映して，r金色夜叉』には，金とダイアモンドとを材
料とした，物質の力に対する驚嘆と，それに対する批判とが盛込まれてい
た。……（中略）……『不如帰』には姑と嫁，親子と夫婦というような関係
の間に観られる新旧道徳思潮の相剋と，そこからくる人間関係の破綻，伝染
病に対する恐怖と義理人情との衝突，女性解放と女性的教養の問題など，か
なりいろいろなものが含まれている。いずれの作にしても，そうした問題の
取扱い方に十分満足のできるものは感じられなかったけれども，それにしろ
それらの作が取上げた問題は，当時の人々にとってかなり切実な問題であっ
たはずだ。貫一と富山との対立に象徴されている知識階級と富豪との競争意
（17）片岡良一「『金色夜叉』とr不如帰』の大衆性」，（2）と同一書　107ページ。
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識は，前にも書いた超越的知識階級一と云うより超越的な文人気質と云った
方がいいかも知れない，とにかくそういう立場からの金や物質への反感とし
て表現されているけれども，それを当時多くは官僚志望であった青年インテ
リと，新興ブルジョアジーとの内面的な関係を語るものと観ても相当面白
い。……（中略）……そういう二つの力の間に介在して，しっかりした自分
の立場を持たないために，動揺と後悔と不決断と涙とにその生活を彩ってい
た女主人公宮が，いろいろな意味を持った関心の対象であったろうことも，
もとより云うまでもない。それは浪子の苦悩ともある点通い合うものを孕ん
でいたわけであろう。とにかくそういういろいろな問題を孕んでいるところ
がら来た感動の切実さが，あれらの作を，単なる美しく悲哀な物語という以
上に，読者の関心と興奮とを唆り立てるものにしたのだろうと思う。少くと
もそれらの作品の持つそうした社会性や問題性が，それらの作品の持つ感傷
性や芸術性と相合したところに，それらの作品の特に歓迎された理由があっ
たのだと思う。しかもそれらの作品に提示されたいろいろの問題は，比較的
長い歳月を閲した今日になっても，なお多くは十分に解消されない問題とし
て残っている。」，そして，さらに「『不如帰』や『金色夜叉』の大衆性は，そ
ういう社会問題性にあって，それがいわゆる『身につまされる』魅力となっ
ている他に，それらの作が，そうした三十幾年後にもなお解決されない問題
を孕んで，それだけ悲しく，しかもそれぞれに美しく描き上げられていると
ころに，その由来の一面があるのではないかと思われる点を挙げたい。」，と
して，以下，これらの作品のもつ「不調和の美」（＝問題の解決されない不調
和と破綻）を検討する。そして，r金色夜叉』，　r不如帰』という「二作の大衆
性は，前に拳げた問題性の側と併せて，この点にも相当強く由来しているの
　　　　　　　　　　　　　　　ロのではないかと思う。」，と記している。
　すなわち，片岡良一の見解は，この作品の大衆性は作品における問題性と
（18）片岡良一「『金色夜叉』と『不如帰』の大衆性」，（2）と同一書　107～110ページ。
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「不調和」の美という二側面にあるというものである。
4　『金色夜叉』おける問題点とその検討
（1）問題点
　前述の「金色夜叉」合評会で，出席者により，つぎのようなことが論じら
れた。
　「親に離れて他家に寄食したる小心の貫一が失恋の反動はさる事と大に承
服はするが恋愛の狂熱としては余り美的でない，高等学校の学生としては余
りに想念が無趣味には過ぎまいか，何だか執念きやけのえこじ計りで素通し
て居るやうに見えるが是は僻目か」（星野天知），「貫一が不平心から何事か
為すとなら，国事犯か何んかやるべきではあるまいか。若し一歩を譲って高
利貸になるも好いとして，又学者が高利貸になる事もあるとして見ませう
が，その学問のある人が，女を思ふ情合から発心して，高利貸になるといふ
のが分らぬ。此場合に金持になりたいならば，鉱山か何か随分飛び離れた事
が有るだろうとおもひます。」（依田学海），「……此小説の根本なる宮の変心
と貫一の廃学，而も職業もあらうに，直ぐ高利貸と成のは，どうも解し兼ね
た不自然の事かと思はれ，真面目に篇中人物と共に喜憂する事が出来ませ
ん。貫一も物の本の一つ二つは窺った学生であるからには，男としての意気
地もありそうなもの，且つ満枝に対する処より見れば，大変な女嫌とみえる
ものx，真のMISOGYNISTは，もっと深刻な，いや，皮肉な者であろう。」
　　　　　　　ロの（上田柳村）など，などである。このように当時の合評会にも，貫一の行
動，ことになぜ高利貸になったのかがわからない，というのである。
　なぜ，第一高等中学校の生徒が女に振られて，学校をやめ，高利貸になっ
たのであろうか。紅葉がなぜこのようなことを描いたのであろうか。この書
（19）　「金色夜叉上中下篇合評」（抄），（5）と同一書　432，434，438ページ。
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は，いわれるように折から大きな勢力となってきたブルジョアと知識人のせ
めぎあいを描いているものであろうか。以下，検討していこう。
　この女に振られて学校をやめるということについては，貫一は宮の親に養
育されており，その家を出ていく以上，学校を続けることはできないという
ごく当然のことといえるのであるが，この設定自体が紅葉の言行からみて，
特異な設定なのである。紅葉の弟子，泉鏡花は，早瀬主税が師匠によって下
底のお蔦（蔦吉）と別れさせられるということを小説『婦系図』（1907年）で
描いたが，胃癌で病床についた紅葉を見舞に行ったこの鏡花は，紅葉から，
同棲している女と別れるようにといわれる。紅葉自身日記に，1903（明治3
6）年4月14日に「（略）夜風葉を招き（略）相懸て塗立を訪ふ。心高を家に
入れしを知り，異見の為に趣く。彼秘して実を吐かず。怒り帰る。十時上葉
又来る。右の件に付再人を遣て，鏡花兄弟を枕頭に招き折援す。十二時頃放
ち帰す。疲労甚だしく怒罵の元気薄し。」，つづいて16日には「夜鏡花来る。
相率て其家に到り，明日家を去るといへる桃太郎に会ひ，小使十円を遣す。」
　　　　　ロのと記している。　『婦系図』の主税とお蔦の別離は，鏡花と神楽坂の芸者桃太
郎（後，鏡花夫人）との一時の別離そのものであるが，男の立身のために
は，かく激烈に女を追い出す紅葉である，出世の妨げになる女は捨ててい
く，ということは紅葉に限らない。森鴎外のr雁』も大学生からの一方的な
離別である。鏡花に同棲している女と別れるように強要した紅葉自身はその
とき喜久子夫人とともに，愛人であった神楽坂の芸者，相模屋の養女小ゑん
　　　　　　　　　　　　　　　　このを公然と自家に呼んで看病させていた。まさしく，男が女を踏台にして出世
し，女を捨てて身をたてていく，そういう時代であり，このような時代に，
しかも男性中心の考えをもつ紅葉がこのようなことを書いたのである。
　この作品のなかで，紅葉は宮の母親をして宮に，「『お父さんからお話があ
（20）吉田精一「解説」r現代日本文学全集54　泉鏡花・徳富芦花集（二）』1957年　筑摩書
　房　417～418ページ。
（21）伊藤整r日本文壇史7　硯自社の時代終る』1968年　講談社　171～172ページ。
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つて，貫一さんも其で得心がいけば，済む事だし，又お前が彼方へ適って，
末々まで貫一さんの力になれば，お互の仕合と云ふものだから，其処を考へ
れぽ，貫一さんだって……，それに男と云ふものは思切りが好いから，お前
が心配して居るやうなものではないよ。』」（r金色夜叉』前編第7章，llOページ）
といわせているが，まことに，「男と云ふものは思切りが好い」はずである。
　この作品は，いわれるように，ブルジョアと知識人の対抗を描いたもので
あるかどうかに関わらせて，以下この点を検討したい。
　なお，ここで使用するr金色夜叉』は，1898（明治31）年から1903年にわ
たって春陽堂から刊行されたもの（前編　1898年7月，中編　99年1月，後
編　1900年1月，続編　明治1902年4月，続続　1903年6月）の「名著復刻
全集近代文学館」（近代日本文学館発行1968年）中のr金色夜叉』復刻本で
あり，本論中の引用などはそれによった。
　（2）宮の両親
　宮の父親は，15歳の身寄りのない少年を引きとり，10年間養育した。高等
中学校にあげ，この年の夏には大学に入学の予定で，今後，さらに大学を卒
業させ，4，5年もヨ一舟ヅパに留学させる，そして宮を富山に嫁がせて
も，この家の家督である，といっている。宮の親にも打算はある。そもそも
貫一を宮の夫にすると考えるにいたったのは，「……彼等は貫一をば娘の婿
にせむとなすらんと想へる者ありしかど，当時彼等は構へて然る心ありしに
はあらざりけるも，彼の篤学なるを見るに及びて，漸く其此は出で来て，彼
の高等中学校に入りし時，彼等の了簡は始めて定りぬ。貫一は篤学のみなら
ず，性質も直に，行も正しかりければ，此人物を射って学士の冠を戴かんに
は，誠に獲易からざる婿なるべし，と夫婦は私に喜びたり。」（前編，40～41
ページ）である。
　しかし，突然，富山高高があらわれる。そして，宮を所望され，嫁に遣る
心づもりとなる。宮が富山前輪との結婚話が出て調子をくずし，療養と称し
て熱海へでかけてしまった後，宮の父は貫一に，そのことについて了承を求
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める。
　「外でも無いがの，宮の事だ，宮を嫁に遣らうかと思って。」，「之に就いて
は私も種々と考へたけれど，大きに思ふ所もあるで，いっそ彼は遣って了う
ての，お前は最少しの事だから大学を卒業して，四五年も欧羅巴へ留学し
て，全然仕上げた所で身を固めるとしたら如何かな。」，「お前に約束をして
置いて，今更変換を為るのは，何とも気の毒だが，之に就いては私も大きに
考へた所があるので，必ずお前の為にも悪いやうには計はんから，可いか
い，宮は嫁に遣る事にしてくれ，なう。」，「なう，悪く取ってくれては困る
よ，彼を嫁に遣るから，それで我家とお前との縁を切って了ふと云ふのでは
ない，謡いかい。大した事は無いが此家は全然お前に譲るのだ，お前は矢張
私の家督よ，なう。で，洋行も為せやうと思ふのだ。必ず悪く取っては困る
よ。約束をした宮をの，余所へ遣ると云へば，何かお前に不足でもあるやう
に聞えるけれど，決して然した訳ではないのだから，其処はお前が能く承知
してくれんければ困る，誤解されては困る。又お前にしても，学問を仕上げ
て，なう，天晴の人物に成るのが第一の希望であらう。其此を遂げさへ為れ
ば，宮と一所になる，ならんは何程の事でもないのだ。なう，然うだらう，
然し是は理屈で，お前も不服かも知れん。不服と思ふから私も頼むのだ。お
前に頼が有ると言うたのも此の事だ。従来もお前を世話した，後来も益世話
をせうからなう，其処に免じて，お前も此丈は聴いてくれ。」，などと一方的
に貫一にいう。貫一の「それぢや此様の御都合で，如何しても宮さんは私に
下さる訳には参らんのですか。」という問に対して，父親は，「さあ，断って
遣れんと云ふ次第ではないが，お前の意は如何だ。私の頼は聴かずとも，又
自分の修業の邪魔にならうとも，那様貧着は無しに，何でも彼でも宮が欲し
いと云ふのかな。」，「然うではあるまい。」という。そして，下谷の富山銀行
の富山重平の息子の嫁に欲しいといわれていること，初沢家には親類らしい
親類がなく心細いが，頼もしい親類があればどれほどか心丈夫で，富山なら
親類として恥しくない家格であること，そして無理に一人娘を貰うのでこど
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も夫婦は棚曇の子同様に鳴沢家を疎かにしないであろうこと，などを縷々述
べる。そして，それは貫一が世に出るにも大変便宜になり，このように考え
ると「内に置かうよりは，遣った方が，誰の為ではない，四方八方が好いの
だから，私も決心して，いっそ遣らうと思ふのだ。」という。そして，「私も
志して頼むからは，お前の方の頼みも聴かう。今年卒業したら直ぐに洋行で
もしたいと思ふなら，又然云ふ事に私も一番奮発しやうではないか。明日に
も宮と一処になって，私たちを安心さしてくれるよりは，お前も私も最少し
の所を辛抱して，いっその事直近になって喜ばしてくれんか。」（前編90～100
ページ）
　宮の両親は，貫一が高等中学に入学したとき，貫一を宮の婿とすることを
決意したが，それは人柄に加えて，学士になればこれほどの婿は得難いとい
うことからであり，そして，富山が現れると，今度は財力のある親類をもち
たいからという打算から宮を富山に嫁させようというのである。しかし，人
としてまもるべきことのある部分はきちんと守っていこうというのである。
そして宮に対しても，親の権力をして宮を無理矢理に富山に嫁がせようとい
うのではない。
　（3）宮の人物像
　以上にみたように，宮の両親は，打算から宮を富山唯継に嫁がせようとし
た。しかし，宮が富山唯継に嫁いだのは，両親から強制されたからではな
い。あくまでも宮の気持によったのである。この点，『不如帰』における浪子
が自分の意志ではなく，武男の親によって離婚させられたのとは異なり，同
じ家庭小説でありながら，個人の意志によったものであるということにおい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのて，より近代的側面がある，とされているが，ともあれ本人の意志によった
のである。
（22）中村光夫「明治」　中村光夫・臼井吉見・平野謙編r現代日本文学史』（現代日本文学
　全集　別巻D1959年　筑摩書房　72ページ。
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　宮の容姿端麗さは，本書の冒頭，箕輪家での新年カルタ会の席上での様子
を描いている。この日箕輪家には30人ほどの若い男女が集うた。10畳の客間
と8畳の中の間を続けた席上である。カルタに興じた乱脈の席上にあって，
「中の間なる団樂の柱側に座を占めて，重げに戴ける夜会結に淡紫のリボン
を飾して，小豆鼠の縮緬の羽織を着たるが，人の打騒ぐを興あるやうに旧き
目を膣りて，躬は淑かに引繕へる娘あり。」。これが宮である。「粧飾より相貌
まで水際立ちて，凡ならず媚を含めるは，色を売るもの弓台の曝したるには
あらずやと，始めて彼を見るものは皆疑へり。」。きらびやかに着飾るなかに
あって「宮の装は緩に暁の星の光を保つに過ぎざれども，彼の色の白さは如
何なる美しき染色をも奪ひて，彼の整へる面は如何なる麗はしき織物よりも
文章ありて，醜き人たちは如何に着飾らんとも其の醜きを蔽ふ能はざるが如
く，彼は如何に飾らざるも其の美しきを害せざるなり。」（前編9～11ページ）
　このように描かれている宮であるが，宮は許婚の貫一を捨てて，宮は富山
唯継に嫁した。それはいわれるように，純情可憐な宮の一時の迷いからで
あった，とはいいがたい。この宮の結婚観をみよう。
　宮も貫一をば憎がらず思へり。然れど恐くは貫一の思へる半には過ぎざらん。彼は自
ら其の色好を知ればなり。世間の女の誰か自ら其の色好を知らざるべき，憂ふる所は自
ら知るに過るに在り。謂ふ円くんば，宮は己が美しさの幾何直するかを当然に知れるな
り。彼の美しさを以てして纏に箇程の資産を嗣ぎ，類多き学士風情を夫に有たんは，決
して彼が所望の絶頂にあらざりき。彼は貴人の奥方の微賎より出でし例寡からざるを見
たり。又は富人の醜き妻を厭ひて，美しき妾に親むを見たり。才だにあらば男立身は思
のま・なる如く，女は色をもて富貴を得べしと信じたり。尚彼は色を以て富貴を得たる
人たちの若干を見たりしに，四川の己に如かざるもの・多きを見出せり。剰へ彼は行く
所に其美しさを唱はれざるはあらざりき。尚一件最も彼の意を強うせし事あり。そは彼
が十七の歳に起りし事なり。当時彼は明治音楽院に通ひたりしに，ヴィオリンのプロフ
エツサアなる独逸人は彼の愛らしき映に艶書を投入れぬ。是素より仇なる恋にはあら
で，女夫の契を望みしなり。殆と同時に，院長の某は年四十を喩えたるに，先年其妻を
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喪ひしをもて再び彼を嬰らんとて，密に一室に招きて切なる心を打明かせし事あり。
　此時彼の小き胸は破れんとするばかり轟けり。半は曾て覚えざる六甲の為に，半は遽
に大なる希望の宿りたるが為に。彼は舷に始めて己の美しさの寡くとも奏任以上の地位
ある名流を其夫に直ひすべきを信じたるなり。彼を美しと見たるは彼の教師と院長との
みならで，踏を隣れる男子部の諸生の常に彼を見んとて打騒ぐをも，宮は知らざりしに
あらず。
　山賎のプロフエツサアに添はんか，或は四十の院長に従はんか，彼の栄誉ある地位
は，学士を婿にして鴫沢の後を嗣ぐの比にはあらざらんをと，一旦抱ける希望は年と共
に太りて，彼は終始昼ながら夢みつX，今にも貴き人又は富める人又は名ある人の己を
見出して，玉の輿を界せて迎に来るべき天縁の，必ず廻到らんことを信じて疑はざり
き。彼の然までに深く：貫一を思はざりしは全く之が為のみ。然れども決して彼を嫌へる
にはあらず，彼と添はX’有繋に楽しからんと念へるなり。如此く決定に其とは無けれど
又有りとし見ゆる箒木の幸運を望みつXも，彼は怠らす貫一を愛して居たり。……（前
編41～45ページ）
　宮には，理想の夫は，富＝社会的地位＝名誉として一体化され，奏任官以
上としている。学士もそうであることによって価値あるもの，としている。
宮のなかにあるものは，ブルジョアと「知識人」の対立ではなく，ブルジョ
ア＝「知識人」が一体化したものを理想としている。かなり計算高い，現実
的な女性である。ダイヤモンドに目がくらむべくしてくらんだといえる。だ
からこそ，「心を許し肌身を許」（後篇36ページ）した貫一を見捨てることがで
きたのである。
　富山蝉吟と結婚した宮は，しかし，夫を厭うようになる。「宮は既に富むと
裕なるとに歴きぬ。抑も彼が此家に嫁ぎしは，或深き娘気の一図に，栄曜栄
華の欲するまXなる身分を願ふを旨とするなりければ，始より夫の愛情の如
きは，有るも善し，有らざるも更に善しと，殆ど無用の物のやうに軽めだり
き。今や魚島足りて，而も遂に温きたる彼は，弥よ費らるX愛情の煩はしき
に堪へずして，寧ろ影を追ふよりも優き昔の恋を思ひて，私に読むの味ある
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を覚ゆるなり。」（後篇53ページ）と昔日を思ひ，そして，「素より宮は唯継を愛
せしざりかど，決して之を憎むとにはあらざりき。然れども今はしも正に其
念は起れるなり。自ら謂へらく，吾夫こそ当時恋と富との値を知らざりし己
を欺き空く輝ける富を示して，笛るべくもあらざりし恋を奪ひけるよ，と悔
の余は磨る恨をも他に被せて，彼は己を過りしをぼ，全く夫の罪と」する（後
篇54～55ページ）というように，貫一と離別を唯継のせいにする。
　紅葉自身は，明治の女性を描く，しかも明治の女性にして超明治の女性を
描くこと本書のもう一つの目的といっていたが，それは家族制度のしがらみ
に苦しむのが明治の女性であるとするならば，ここに描かれている宮は，そ
れとは大きくかけ離れている。
　（4）貫一の一側面
　貫一は宮の抱いていた気持を全く知らない。彼は，「彼の己を愛する外に
は其の胸の中に何もあらじとのみ」思い込んでいたのである（前篇45ページ）。
新年のカルタ会の後，第一高等中学校の仲間との新年会があった。その席
で，貫一は，貫一と宮のことを，みなからはやしたてられ，四方八方から祝
杯だ祝杯だと猪口をさしだされた。あのような美人と一所にいて寝食をとも
にするのはうらやましい，男ならさらに一歩すすめて妻君にするようにせ
よ，10年忌一所にいて，いまさら他人にとられるようなことがあっては，そ
れはひとり間貫一の恥辱ではなく，朋友全体の面目，延いては高等中学の名
折れだ，などとからかわれた。「『友達中にも然う知れて見ると，立派に夫婦
にならなければ，弥よ僕の男が立たない義だ。』」（前篇54ページ），という。
　かの有名な熱海の別れの場面をみよう。宮は母親とともに熱海に療養に来
た。そこに富山唯継が来る。宮のいないとき宮の父親から，宮を富山に嫁す
ることを聞かされ，納得してくれといわれた貫一は，熱海に宮を追いかけて
いき，そこで富山唯心にも会う。前篇第8章は，芝居などでのクライマック
スである，熱海の海岸での別れの場面である。
　月明りのもと，二人は迫遥する。「僕は唯胸が一杯で，何も言ふことが出来
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ない。」，「堪忍して下さい。」という会話で始まる二人のやりとりがある。
　貫一は，富山の嫁になるというのは本当か，本心からか，大恩ある宮さん
の両親からの頼みならなんでも聞くが，これぽかりは承知できない，頼みを
きいてくれれば洋行させてくれるというが，貧乏土族の孤児であっても，女
房を売った金で洋行しようとは思わぬ，ここへは富山に会うためにきたのだ
ろう，r馬鹿な，馬鹿な！貫一ほどの大馬鹿老が世界中を捜して何処に在
る！！僕は是程自分が高き馬鹿とは，二十五歳の今日まで知……知……知らな
かった。」，歴とした夫をもちながら夫を出し抜いて他の男と湯治に来たのだ
から「姦通して居ないといふ証拠が何処に在る。」などと，くどくどいう。宮
は，貫一を愛している，考えのあってのことだ，それはあまりひどいいいか
ただ，私が悪い，堪忍して，などと弁解，いいわけにっとめる。
　宮は貫一を背後から取りすがり，抱き着き，貫一は「力無げに宮の手を
執」り，宮は「涙に汚れるたる男の顔をいと懇に拭」いとった。　（前編132～
141ページ）
　貫一vまし、う。
　「呼，宮さん解して二人が一処に居るのも今夜限りだ。お前が僕の介抱をしてくれる
のも今夜限り，僕がお前に物を言ふのも今夜限だよ。一月の十七日，宮さん，善く覚え
てお置き。来年の今月今夜は，貫一は何処で早月を見るのだか！　再来年の今月今
夜……十年後の今月今夜……一生を通して僕は今月今夜を忘れん，忘れるものか，死で
も僕は忘れんよ！匿いか，宮さん，一月の十七日だ。来年の今月今夜になったらば，僕
の涙で必ず月は曇らして見せるから，月が……月が……月カミ……曇ったらば，宮さん，
：貫一は何処かでお前を恨んで，今夜のやうに泣いて居ると思ってくれ」（前篇142ペー
ジ）
　この後，貫一は，また，7千円も財産があり，一人娘で5年後には学士に
なる婿が決っている，婿に不満がないなら，財産目当てだ，富山は財産家で
金力の点ではかなわない，しかし幸福は金で買えるものではない，一番大事
なのは夫婦間の愛情だ，あれだけの財産は決して息子の嫁のために費やそう
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とつくられたものではない，人の出入りも多くて気兼ね，気苦労もなみたい
ていではない，よしんば財産が自由になろうとも雀はせいぜい10粒か20粒し
か食べず，1俵を一度に食うわけではなく，女の身に何十万という金があっ
てどうなる，「聞けば彼富山の父と云ふものは，内に二人外に三人も妾を置
いてみると云ふ話だ。財の有る者は大方那様真似をして，妻は些の床の置物
にされて，謂はX“放棄てられて居る」がそうなってもいいのか，お前を奪ら
れるのは無念だが，3年後のお前の後悔が目に見えて，変心したお前が憎い
けれど可回そうなのでこういうのだ，7千円の財産と貫一の学士とは二人の
幸福を保つには十分だ，僕を忘れたのか，可愛くは思わないのか，などと，
16ページばかりにわたって，えんえんと繰り言を繰り返す。（前編143～158ペー
ジ）。
　そして，「舞と宮に取着」き，涙を流す。宮が，r鳴呼，私は如何したら可
からう！若し私が彼方へ嫁ったら，貫一さんは如何するの，それを聞かして
下さいな。」というや，
　「それじゃ断然お前は嫁く気だね！是迄に僕が言っても聴いてくれんのだね。ち
えX，腸の腐った女！姦婦！！」
　其程と与に貫一は脚を挙げて宮の弱腰を硝と賜りたり。地響して横様に転びしが，な
かなか声をも立てず苦痛を忍びで，彼はそのまX砂の上に泣伏したり。貫一は猛獣など
を撃ちたるやうに，彼の身動も得為ず弱々と偶れたるを，なほ憎さげに見遣りつX，
　「宮，おのれ，おのれ姦婦，やい！貴様のな，心変をしたばかりに間貫一の男一匹は
な，失望の極発狂して，大事の一生を誤って了ふのだ。学問も何ももう廃だ。門別の為
に貫一は生きながら悪魔になって，貴様のやうな畜生の肉を啖って遣る覚悟だ。富山の
令……令夫……令夫人！もう一生お目には掛らんから，思顔を挙げて真人間で居る内の
貫一の面を好く見て置かないかい。」……（前篇158～160ページ）
と，貫一は叫び，振舞うのである。
　この後，またやりとりをして，貫一は倒れた宮をうちすてて去って行く
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が，未練がましく「宮さん！」と叫びつつ遠ざかって行く。（前編163ページ）。
　高利貸の手代となった貫一が，久し振りにあった友人に，「『私のやうな者
が惣ひ人間の道を守って居ったら，連も此世の中は渡れんと悟りましたか
ら，学校を罷めると与に人間も罷めて一って，此商売を始めましたので。』」
（中篇145ページ）といっている。貫一は血も涙もない，冷徹な高利貸となる。
　旧友に荒尾譲介という人物がいる。四年の昔間貫一が兄事せし高等中学校
の同窓，「其の齢と深慮と誠実との故を以って，彼は他の同学の先輩として
推服する所」（中編4～5ページ）であったが，法学士となり，内務省試補を経
て，愛知県参事官となった。
　この荒尾譲介の愛知県へ出発の日，密かに新橋停車場で見送っている。
「彼は親友の前に自の影を晦し，其の消息をさへ知らせざりしかど，陰なが
ら荒尾が動静の概略を伺ふことを怠らざりき。這回其の参事官たる事も，午
後四時発の列車にて赴任する事をも知るを得しかば，余所ながら暇乞もし，
二つには栄誉の錦を飾れる姿をも見んと思ひて，群衆に紛れて此には来りし
なりけり。」（中編20ページ）ということである。
　この荒尾心心は，免官となり，東京に戻り，零落した貧乏生活を送る。こ
の譲介に，rr急う腐って了つた僕の躯は今更為方が無い，けれども，君は立
派に学位も取って，参事官の椅子にも居た人，国家の為に有用の器であるこ
とは，決して僕の疑はん所だ。で，僕は常に君の出世を予想し，又陰に其を
薦って居ったのだ。君は僕を畜生と言ひ，狂人と言ひ，賊と言ふけれど，君
を懐ふ念の僕の胸中を去った事はありませんよ。今日迄君の外には一人の友
も無いのだ。一昨年であった，君が静岡へ赴任すると聞いた時は，嬉しくも
あり，可懐くもあり，又考へて見れば，自分の身が悲しくもなって，僕は一
日飯も食わんで居た。……（中略）……新橋の停車場へ行って，君の立派に
成ったのを見た時は，何も彼も忘れて僕は唯嬉して涙が出た。』……r君の出
世を見て，それほど嬉しかった僕が，今日君の那様に零落して居るのを見る
心持は甚塵であるか，察し給へ。……（中略）……何云ふ事情か，君が話し
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てくれんから知れんけれど，君の躯は十分自重して，社会に立って壮なる働
を作して欲いのだ。君は然して窮迫して居るやうだけれど，決して世間から
棄てられるやうな君でない事を僕は信ずるのだから，一箇人として己の為に
身を愛みたまへと謂ふのではなく，国家の為に自重し給へと願ふのだ。君の
親友の或者は君が其才を象る為に社会に出やうと：為るならば，及ぶ限の助力
を為る精神であるのだ。』」と貫一はいう（続編72～74ページ）。
　これらには，友情というよりも，荒尾譲介にかこつけての貫一の出世主義
的体質があらわれているといえよう。
　正宗白鳥は，この：貫一について，「『金色夜叉』を，失恋の悩みを描いた小
説とのみ思ふのは浅薄である。間貫一は，紅葉全作中でも類を絶してみる色
男なのである。……読者の興味の一半はそこにあるので，・お宮は雑作なく悔
悟して，命を掛けて慕ひ，満枝は満枝で，振られ瓦ば振られるほど恋慕って
みる。幾多の青年読者が，自己を貫一の境地に置いて胱惚としたことであら
う。……」，「由来紅葉は常識的の作家であるため，貫一の人生に対する憎悪
感が甚だ不徹底である。風早，蒲田などの旧友の懇請を斥けて飽くまで高利
を貧らんとする凄味を現はしてみるところもあったが，随所に弱々しい人情
がつきまとってみて，夜叉らしい凄味はあまり現はれてるない。荒尾に対す
るところもさうであるし，情死の計画者を救ふあたりは，まるで平凡な人情
家である。その点で，読みながら紅葉の不徹底さを歯痒く思った。」と述べて
　くのいる。
　（5）　「ブルジョア」富山唯継の描かれ方
　新年のカルタ会へ唯継は大仰に登場する。その風貌，装いは，「年歯二十六
七なるべく，長高く，好き程に肥えて，色は玉のやうなるに頬の辺には薄紅
を帯びて，額厚く，口大きく，臆は左右に当りて，面積の広き顔は稽正方形
を成せり。緩く波打てる髪を左の小髪より一文字に撫付けて，少しは油を塗
（23）正宗白鳥「尾崎紅葉」（1926年），（12）と同一書　387ページ。
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りたり。濃からぬ口髭を生して，小からぬ鼻に金縁の目鏡を挟み，五紋の黒
塩瀬の羽織に華紋織の小袖を面長に着撫したるが，六寸の七綜帯に金替子を
垂れつN，大様に面を挙げて座中を胸したる容は，実に光を発つらんやうに
四辺を払ひて見えぬ。退団簗の中に彼の如く色白く，身奇麗に，而も美々し
く底ひたるはあらざるなり。」，「天上の最も明なる星は面面に在りと言はま
ほしげに，紳士は彼等の未だ曾て見ざりし大さの金剛石を飾れる黄金の指環
を温めたるなり。」，「彼は富山内冠とて，一代分限ながら下谷区に聞ゆる資
産家の家督なり。同し区なる富山銀行は其父の私設する所にして，市会議員
の中にも富山重平の名は見出さるべし。」，である。（前編12～20ページ）
　熱海の宮の滞在先現われた唯継は「目覚しく大なる金剛石の指環を輝か
せ」，「柄には緑色の玉を獅子頭に彫みて，象牙の如く二尉に白き杖を携へた
るが，其尾をもて低き梢の花を打落し打落し，……」，「其の張りたる臆と，
への字に結べる薄唇と，尤異き金縁の氷海とは彼が尊大の風に勘からざる光
彩を添ふるや疑無し。」（前編113ページ）。「唯継は例の偲りて天を睨むやうに
打仰ぎて，杖の獅子頭を撫廻しつ）・L，少時思案する体なりしが，やをら白羽
二重のハンカチイフを取出して，片手に一揮断るよと見れば鼻を拭へり。董
花の香は咽ばさるXばかりに薫じ遍りぬ。」（前編118ページ），という装い，振
舞である。
　つぎは，この唯継の言である。「今朝です，東京から手紙で，急用があるか
ら早速帰へるやうに一と云ふのは，今度私が一寸した会社を建てるのです，
外国へ此方の塗物を売込む会社。是は去年中からの計画で，いよいよ此三四
月頃には立派に出来上る訳でありますから，私も今は随分忙しい体，何為ろ
社長ですからな。それで私が行かなければ解らん事があるので，呼びに来
た。で，翌の朝立たなければならんのであります。」，「それとも未だ御在です
か。宿屋に居るのも不自由で，面白くもないぢやありませんか。来年あたり
は一つ別荘でも建てませう，何の難は無い事です。地面を広く取って熱中に
風流な田舎家を造るです。食物などは東京から取寄せて，それでなくては実
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は保養には成らん。家が出来てから寛緩遊びに来るです。」，「はXX！・・）・・工
誰も然うです。それでは以後盛にお遊びなさい。どうぜ毎日用は無いのだか
ら，田舎でも東京でも西京でも，好きな所へ行って遊ぶてす。船はお嫌です
か，はエあ。船は平気だと，支那から亜米利加の方を見物労今度旅行を為て
来るのも面白いけれど。日本の内ぢや遊山に行いた所で知れたもの，甚麿に
贅沢を干たからと云って。」，「御帰になったら一日赤坂の別荘の方へ遊びに
お出下さい，ねえ。梅が好いのであります。それは大きな梅林が有って，一
本点々種の違ふのを集めて二百本もあるが，皆老木ばかり。此梅などは全で
為方が無い！這歴若い野梅，薪のやうなもので，庭に植ゑられる花ぢやな
い。是で熱海の梅林は凄しい。是非内のをお目に懸けたいでありますね。一
日遊びに来て下さい，御馳走を為ますよ。宮さんは何が所好ですか，えX，
一番所好なものは？」。このように，実に気障な話しぶりである。（前編II6～
117ページ）
　このように嫌らしい唯継であるが，宮と結婚した後は真摯に宮に接し，気
が変った宮に嫌われながらも，宮を大事にしている。すなわち，「花婿君は彼
を愛するに二念無く，彼を遇するに全力を挙げ」る。しかし，宮はすでに心
は夫から離れていて「愈よ楽まざる心は，夫の愛を承くるに幽くて，唯機械
の如く事ふるに過ぎ」ないのに，「脚継は彼の言ふ花の姿，温き玉の容を一向
に愛で悦ぶ余りに，冷かに空き器を抱くに異らざる妻を擁して，殆ど憎むべ
きまでに得意の願を撫つる」のである（後篇38ページ）。
　後になると，なるほど，唯継は遊興にふけり，芸者を身請しようとしたり
するが，ぎりぎりまで，宮を大事にした，といってよい。後に宮が見捨てら
れるとしてもそれはむしろ当然といってよい。
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5　『金色夜叉』における時代描写
　q）　「知識人」＝高等教育を受けた者の辿る道
　間：貫一の旧友の荒尾譲介は晴れて法学士となった。内務省試補となり，1
年後に愛知県参事官となった。このように出世コースに乗った。「其の齢と
深慮と誠実との故を以って，彼は他の同学の先輩として推服する」　（中編5
ページ）という敬意をうけていた男であるが，しかし，わずか2周年にして免
官となる。
　この荒尾譲介は，在任中に，静岡の高利貸向坂から3000円を借り，返済で
きずに，これがもとで「諭旨免官のやうな事にお成なすって，又東点へお還
りならなければ為方が無いので，彼方を引払」つた。3000円は大館朔郎なる
人物の借金で，荒尾譲介は連帯者であった。大館は岐阜の民主党員で，この
金は落選選挙の運動費の後始末という。譲介はこの大館に学資を出して貰っ
たのであり，恩人である。（続編88～89ページ）
　r金色夜叉』中篇の第1章には，愛知県参事官として赴任するこの荒尾譲
介を横浜まで見送るという4人の旧友が列車に同乗した。佐分利，甘糟，風
見，そして「大島紬」（蒲田）で，いずれも高等中学校で学んだ仲間である。
これら5人の若き紳士たちは，中等室の片隅に円居して，話に花を咲かせて
いる。
　「大島紬」は言う。「風早，君と僕はね，今日は実際犠牲に供されて居るの
だよ。佐分利と甘糟は夙て横浜を主張して居るのだ，何でも此間遊仙窟を見
出して来たのだ。それで我々を引張って行って，大いに気焔を吐く意なの
さ。」。そして，「美人クリイム」と彼らがよぶ赤樫満枝という，年は25ほど
の，美人の高利貸についての話に一同興じている。今から6年ほど前，満枝
が19才の時に，「六十約の禿顧」の赤樫某という高利貸の家の仲働をしてい
る満枝を，赤樫が口説いて妾同然とした，という，その由来から手口までの
話に夢中になっている。（中篇4～13ページ）
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　風早は最も興を覚えたる気色にて，
　「では，今は其の禿顧は中風で篠たきりなのだね，一昨年から？それで何か虫かある
だろうか。有る，有る，それくらみの女で神妙にして居るものか，無いと見せて有る所
がクレオパトラよ，然し，壮な女だな。」
　「余り壮なのは恐れる。」
　佐分利は頭を抑へて後様に算れつs笑ひぬ。次いで一同も笑ひぬ。（中編13ページ）
　このシーンだけでなく，全体として，彼ら高等教育を受けた者たちの話に
は，知性，品性を感じさせるものはない。
　あまっさえ，これらのうちの佐分利は2年生の時から「既に高利の大火坑
に堕ちて，今はしも連帯，一蓋，取交ぜ五口の債務六百四十何円の呵責に膏を
取るx」身上にあり，甘糟も400円，「大島紬」も「卒業前にして百五十円，
後に又二百円」の高利貸からの借金がある。この5人のうち無疵なのは風早
と荒尾だけである，という（中篇13～14・〈・一ジ）。会話のなかで，「宝井が退学を
吃ったのも，其奴が債権者の重なる者だと云ふちやないか」と甘糟が言うが
（中編6ページ），これまた高利貸から借金をして退学に追い込まれている。
　このように，高等教育を受けていた貫一は，学業半ばにしてそれをやめて
「畜生道」を進み，晴れて法学士となil　，参事官として出世コースに乗った
荒尾譲介も，また挫折した。高等教育を受けた仲間の多くが高利貸に追いま
わされ，まともな生活振りではない。
　この高等教育を受けた者を登場させたこと，登場した者の描き方に，時代
批判をみたいが，この時代批判の背景としてこの時期の官僚＝高等教育制度
の動向についてみよう。
　まず，この時期の官僚制度についての動きをみよう。
　天皇制文武官僚機構の国民，衆議院に対する超越性，独立性の確保，とい
うことは明治政府の一品詞であったが，それは，日清，日露戦争後の戦後経
営の過程で軍事行政の官僚機構の独立性が強化されることによって達成され
一54一
尾崎紅葉『金色夜叉』一その時代描写　55
ていった。1899（明治32）～1900年に山県内閣の断行した文官任用条令の改
正，文官分限令，文官懲戒令の制定と，陸海軍大臣現役武官制の制度化がそ
の一指標となる。1893（明治26年）「文官任用令」公布は事実上帝国大学法科
卒業者に特権を与える文官高等試験制度を定めるたが，さらに，1899年の
「文官任用令」の改正により，行政は「専門の学識のある者」に依拠すべき
「専門技術」であり，「偏頗私利の具」とならず「不偏不党政略の外に立」つ
行政官こそ「公正不羅」が保証される，という超越的官僚制度が確立してい
く。そして「高等行政官」は，日清戦争を境として，急速にその担い手が交
代していく。帝国大学法科出身の「専門官僚」が日清戦争前後以来行財政の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　先端部局の中枢に進出しはじめ，1900年頃からその頂点を独占しはじめた。
　つぎに高等教育制度についてみよう。
　1886（明治19）年の「帝国大学令」の公布，帝国大学の創設にもかかわら
ず，帝国大学体制が確立するのは，1897（明治30）年の第二帝国大学ともい
うべきものの京都への設置をまたなけれぽならないように思われる。すなわ
ち，「帝国大学令」とともに公布された「中学校令」によって発足した高等中
学校は，1894（明治27）年の「高等学校令」によって，高等学校となった
が，そこは専門学科を教授するのを原則とし，とくに帝国大学に入学する者
のために予科を設けることができるという制度となった。専門学科を教授す
る部は第三高等学校に法学部，医学部，工学部が設置されたのを最初とする
が，この第三高等学校は当初は予科はなく，専門学部のみでスタートした。
これらの学部は4年制で，そこでは大学と同様に講座の制度がとられたので
ある。高等中学校のこのような抜本的改革は井上毅文相の時期に行われた
が，井上は帝国大学を大学院中心の研究機関として，あとは分科大学を個別
に設置し，これを専門教育機関としての高等学校と有機的に結合した総合的
（24）芝原拓自「近代天皇制論」r岩波講座日本歴史15　近代2』1976年　岩波害店
　335～340ページ。
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な高等教育改革構想をもち，この高等教育改革は，その第一段階であった。
しかし，この改革は進まず，その成果は所期のようには達成しないまま，
1907（明治30）年の京都帝国大学の設立により，この路線は消滅したといっ
てよい。要するに，この時期における高等教育をめぐる路線の模索の後，高
等学校は帝国大学の予備教育を施すところとなり，帝国大学増設路線に帰着
　　　　　ゆ　したのである。このことは，東京帝国大学を頂点とする帝国大学体系が体制
的に確立したことを意味するものでもあろう。
　このように，日清戦争の後，明治30年頃高等教育制度体系の確立，帝大卒
国家官僚群の安定的成立をみたのである。
　②　　r金色夜叉』における時代描写
　著者紅葉はこの『金色夜叉』で描きたかったのは，愛と黄金との争い，明
治の婦人であるといっていた。著者の意図はそうであったかもしれない。し
かし，この書で描かれているのは，この愛と黄金の葛藤にとどまらない。片
岡良一は，貫一と富山との対立に象徴されている知識階級と富豪との競争意
識は，超越的知識階級，超越的な文人気質という立場からの金や物質への反
感としてとらえること，多くは官僚志望であった青年インテリと，新興ブル
ジョアジーとの内面的な関係を語るもの，としていた。愛と金力の葛藤を描
いたと著者紅葉のいう『金色夜叉』に，こ』のように，後世の研究家はブル
ジョアと知識人の対抗関係を見出した。しかし，ここに描かれているのは，
ブルジョアジーと知識人の対立というものに単純化できるものではない。こ
こには，高等教育を受けた人間の，不首尾な，あるいは悲惨な顛末が描かれ
ている。それは，第一高等中学校，帝国大学法科大学に学ぶエリートを椰楡
的，滑稽的に描くことを通じての，折から安定的に屹立して，日本社会に
重々しくのしかかった高等教育制度に対する批判，とみることができよう。
（25）文部省r学制百年史』1972年　帝国地方行政学会　367～372ページ。なお，この高等
　学校専門学部の構想と挫折については，天野郁夫r近代目本高等教育研究』1989年　玉
　川大学出版部　116～124ページ，に天野郁夫の見解がある。
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　紅葉は，下町の色彩の濃い江戸芝中門前町に，象牙彫刻の名人で，身を新
橋常問の群に投じ，仮名垣魯文などとの交際のあった，芸に打ち込む酒脱な
工芸家を父として生まれた。江戸の名残りのうちに育ち，名人肌の父の血を
受け継いでいる。大学予備門を卒業して1888年帝国大学法科大学に入学，1
年後文科大学に転じ，さらに翌年大学を退学した。理由は，転科は，文学の
志望抑えがたくとされ，また，退学は，在学のまますでに読売新聞社入社，
文芸欄担当，出世作『二人比丘尼色幟悔』をすでに出し（1889年），地位を獲
得していたからとされるであろう。予備門在学時の明治18年にすでに仲間と
ともに「硯友社」を結成し回雑誌「我楽多文庫」を発行し，この「硯友社」
　　　　　　　　く　の中心となってきた。文壇での地位は確立しており，多くの門弟に囲まれて
王者のごとき紅葉である。門弟小栗風葉と泉鏡花は，「紅葉先生」というr明
星』記者との対談で，紅葉の性格の一端として，「江戸気質」，「親分気質」を
　　　　くのあげている。しかし，社会的には文臣ρ地位は高くない。たとえば，田山花
袋はその著『東京の三十年』（1917年）に，博文舘編集局面血中の1903（明治
36）年からの『大日本地誌』の編纂を手伝っていた頃，博文舘主の大橋新太
郎より，「小説家なんて駄目だよ，君。紅葉の遺族なんか見たまへ。惨めなも
んじやないか。それよりも，博士方の地図の講義でもきいて，真面目に勉強
する方が好いよ。」といわれ，「それほど博士，学土が尊敬されて，そして
我々文学書生は暗められてるたのであった。『え，さうですな一』使はれてる
る身の悲しさに，又はそれほどすぐれた作品を公にしてみない身の情けなさ
に，私はかう言って主人の言葉に調子を合せた。しかし，腹の中では，文学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くお　の爲めに，『今に見ろ』と絶叫せずには居られなかった。」，と記している。
（26）福田清人「尾崎紅葉入門」r現代日本文学全集5　尾崎紅葉集』1963年　筑摩書房
　427ページ以下。
（27）門人泉鏡花・小栗風葉談話「紅葉先生」（r明星』1903年ll月），（4）と同一書　361～
　374ページ所収。
（28）　『田山花袋全集　第15巻』1974年　文話堂書店　634～635ページ。
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国木田猫歩は，「運命の神の指揮如何に依ては余輩は紅葉山人を見ることが
出来ないで，何々中学校は其教授に尾崎徳太郎を得たかも知れない。東海道
何駅の駅長にに文学好きの尾崎某を得たかも知れない。要するに当時大学予
備門に居た一青年尾崎は其一生の天職を詩歌に献ぐ可く決心して文壇に上つ
　　　　　　　　　　　　　うたのではないらしい。」という。自ら退学した帝国大学はその不安定期を切
り抜け，確固たるものとして屹立した。一方では，江戸の酒脱さを身につ
け，他方では権勢欲，自己顕示欲がつよい紅葉の胸中には複雑な思いがあっ
たに違いない。このような，著者紅葉の個人的資質や経歴・体験を背景にし
た，折から出世コースとして確定した高等教育制度，確立した官僚制度に対
する嫌悪感，それをここから読みとることができるであろう。
　富と高等教育（＝官僚）の合致，それにともなう社会的名声こそが理想で
ある，と宮をしていわしめつつ，その未成就と両者の対抗を描いたかのごと
き本書は，紅葉の文人＝知識人としての超越的文人気質の，新興ブルジョワ
ジーに対する，そしてそれにとどまらずに，高等教育＝官僚制度に対する嫌
悪，違和感を示し，それらに対する屈折したかたちでの批判となっているも
のといえる。この新興ブルジョワジーに加えて，高等教育＝官僚制度を嫌
悪，批判する描写にこそ本書における時代描写の特徴があり，ここに本書の
時代的特質をみることができるといえるであろう。　　　　（ユ989年1月17日）
（29）国木田猫歩「紅葉山人」（r現代百人豪』第一
　ページ。
1902年4月），（4）と同一書357～360
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